
令和７年度　 【地域学校協働活動推進事業】地域学校協働本部別 実施状況

学校名

本部名 東川下小子ども未来応援団

代表者 加藤　大和 （PTA会長）

構成

合　計 11 名 （代表者・コーディネーター含む）

地域住民 2 名 東川下町内会・副会長、元白石区PTA会長 学　校 3 名 校長、教頭、教職員

ＰＴＡ 6 名 会長、副会長2、役員2、事務局 その他 0 名

1 名 東川下町内会会長

会議開催 4 回 開催月 6月3回、12月
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東川下小学校 【白石区】
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分野：◎主・○従
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参加人数

学
習
支
援

体
験
活
動

地
域
交
流

体
力
健
康

学
校
支
援

子
ど
も

大
 
人

講
 
師

推
進
員

地
域

教
職
員実施場所 講師／スタッフ・協力者等

1

7/10

◎ ○

心のバリアフリー

1 2 1 1 5

(木)
学校施設

2

7/25

◎ ○

防災キャンプ
（計２日実施）

9 2 3

(金)
学校グラウンド及び校舎

3

8/22

○ ◎

合気道体験会

0 3 1 0 3

(長)
東川下記念会館 特定非営利活動法人　日本合気道協会

4

10/24

◎ ○

宿泊学習を振り返ろう

2 2 0 0 3

(金)
５年生教室 当別エコロジカルコミュニティ

5

10/25

○ ◎

ねんどであそぼう

7 1 1 3 5

(土)
学校図工室 上ノ大作

6

11/10

○ ◎

アートクラブ

7 3 1 1 1

(月)
学校図工室 上ノ大作

7

11/14

○ ◎

野焼き体験
自分たちの手で作った年度作品を野焼きで焼成する
体験を通してものづくりへの興味関心を高め、地
域・保護者・児童の交流を深めることができた。 7 5 1 2 2

(金)
学校図工室 上ノ大作

8

9

10

7

実施回数 合計 7 回 （分野分類）
◎主

○従

※　実施日の（長）は長期休業期間の平日

スタッフ

62

78 190 36

19

42

19

17

21

参加人数合計 258 214 25 43 22

障がいや見た目、考え方の違いを理解し、お互いを思いや
る「心のバリアフリー」の思考を身に付けるため、視覚障
がいのある講師の講話や、講師と共にアイマスク体験や白
杖体験、耳栓体験を行うことで、困っている人を思いやる
心を育んだ。

子どもたちが楽しみながら防災を学べるよう、オリエン
テーリングによる体験型の学習を実施。また、保護者や地
域人材とキャンプの準備を行うことで、非常時の生活環境
への理解を深め、助け合いの意識を実感する機会とでき
た。(7/25,26実施)

実際に宿泊学習のサポートをしてもらった野外活動の専門
家に、児童の活動体験の発表と振り返りへのアドバイスを
していただいた。子どもたちは実際に体験したことなの
で、実感をもって活動をするとともに、講師の話を親しみ
をもって聴くことができた。

普段の授業とは違ってゆったりとした時間の中で自由な発
想を生かして取組むことができた。親子の参加や地域の
方々の参加もあり、野焼き後の作品の出来栄えを楽しみに
していた。

児童は日本や世界の古代造形文化に触れ、歴史や文化への
興味を広げるとともに、アーティストとの交流を交流を通
して多様な表現や素材の扱い方の理解を深めることができ
た。

学習支援 2 回　・　体験活動 4 回　・　地域交流 0 回　・　体力健康 1 回　・　学校支援 0 回

学習支援 3 回　・　体験活動 2 回　・　地域交流 1 回　・　体力健康 0 回　・　学校支援 1 回
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一般社団法人　日本心のバリアフリー協会（元特別支援学校教員）

トムソーヤ合同会社、白石区役所、自衛隊、損保ケア

初心者でも安心して取組めるよう段階的に構成した。子どもたちは初
めての動きに戸惑っていたが互いに声を掛け、支えながら活動する様
子が見られた。また、受け身や基本動作などに取組む中で笑顔や会話
が生まれ、絆が深まった、普段とは違った学びができたと心の成長と
相互理解につながった。


